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「平成 28 年（2016 年）熊本地震」（領域ａ）の地震活動は、５月に入り、全体として減衰傾向

が見られる。熊本県熊本地方（領域ａ３）及び阿蘇地方（領域ａ２）の活動は、減衰しつつも活

動は継続しており、M4.0 以上の地震が８回発生した。そのうち最大規模の地震は５月５日 10 時

40 分に発生した M4.9 の地震（最大震度４）である。大分県中部（領域ａ１）の活動は減衰して

いる。５月中に震度１以上を観測した地震は 520 回※１（最大震度４：８回、最大震度３：43 回、

最大震度２：131 回、最大震度１：338 回）発生した。今回の一連の地震活動により、死者 69 人、

負傷者 1,663 人、住家全壊 7,151 棟などの被害が発生した（６月７日 14 時 00 分現在、総務省消

防庁による）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都道府県名 

人 的 被 害 住 家 被 害 非住家被害 

火災 
死者 

負 傷 者 
全壊 半壊 

一部 

破損 

公共 

建物 
その他 

重傷 軽傷 

人 人 人 棟 棟 棟 棟 棟 件 

山 口 県   3  

福 岡 県  1 17 1 230  1

佐 賀 県  4 9 1  2

長 崎 県   1  

熊 本 県 69 333 1,263 7,149 21,083 98,819 243 991 16

大 分 県  4 24 2 95 2,957  20

宮 崎 県  3 5 2 20  

合  計 69 345 1,318 7,151 21,181 102,031 243 1,014 16

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

震央分布図※２ 

（2016 年４月 14 日 21 時～５月 31 日、深さ０～20km、M≧2.0） 

2016 年５月の地震を濃く表示 

「平成 28 年（2016 年）熊本地震」 

ａ１ 

ａ 

ａ２ 

日奈久断層帯 

別府－万年山断層帯 

布田川断層帯

Ａ 

Ｂ 
ａ３ 

M6.0 以上の地震と各領域で最大規模の地震（５月の地震は震度４を観測

した地震）に吹き出しをつけている。 

※２ ４月 14 日 21 時以降は未処理のデータがある。 

※３ M7.3 の地震の発生直後に発生したものであり、M の値は参考値。

※１ 2016 年５月 31 日現在の速報値であり、後日の調査で変更されることがある。

表１ 「平成 28 年（2016 年）熊本地震」による被害状況 

（平成 28 年６月７日 14 時 00 分現在、総務省消防庁調べ） 

３ 
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領域ａ内のＭ－Ｔ図及び回数積算図※２ 領域 a1,a2,a3 内のＭ－Ｔ図及び回数積算図※２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

領域ａ内の時空間分布図※２（Ａ－Ｂ投影、

2016 年４月 14 日 21 時～５月 31 日） 
Ａ 

Ｂ 

ａ１ 

ａ２ 

ａ３ 

図は、震源の分布具合や活動の盛衰に着目するた

め、M5.0 未満の地震は自動処理により計算した

震源（計算誤差の大きなものを含む）を表示 
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「平成 28 年（2016 年）熊本地震」の地震回数 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

震度１以上の日別地震回数グラフ（2016 年４月 14 日 21 時～５月 31 日） 

※この資料は速報値であり、後日の調査で変更されることがある。 


